
調査の概要

　上竹野遺跡は、大蔵村清
しみず
水字上竹野に所在する。最

上川に合流する銅山川左岸の段丘上に立地し、標高は

約70ｍを測る。当遺跡は古くから存在が知られており、

昭和 29 年に山形大学を中心とした発掘調査が行われ、

縄文時代終末から弥生時代の遺跡として山形県史などに

報告されている。周囲の遺跡では、北東約 750 ｍの位

置に縄文時代中期を中心とする白
しらすか
須賀遺跡が立地する。

　発掘調査区は、１～４区に分けた。６月１日より１～

３区の約半分について調査を実施し、８月 19日より残

りの調査区に着手し、11 月 13 日までの期間で調査を

実施した（図 1左上）。また、当初の予定よりも大幅な

遺構・遺物の増となったため、一部次年度に調査を繰り

越す予定となった。

遺構と遺物

　縄文時代と弥生時代の遺構・遺物が確認された。主な

遺構として、竪穴住居跡４基、掘立柱建物跡１基、捨て

場６カ所、土坑、柱穴などが確認された（図 1）。

　縄文時代の遺構として２基の竪穴住居跡と掘立柱建物

跡などが検出された。ST １竪穴住居跡は、直径約 6m

の円形を呈し、覆土から晩期中葉の遺物が、床面下から
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は後期後葉の土器が出土した。主柱穴は４基で壁際には

壁柱穴がめぐる（写真３）。ST38 竪穴住居跡は長軸 4.2

ｍ、短軸 3.8 ｍの楕円形状で、後期後葉の遺物が出土し

た。中央には石囲炉が備えられ柱穴が３基確認された（写

真４）。SB95 掘立柱建物跡は４基の柱穴で構成され一

辺約４ｍほどの規模である（写真２）。柱穴の掘り方は

直径80～ 95cm、深さは50～ 70cmである。この他に、

大型の掘り方を持つ柱穴が検出されており、掘立柱建物

跡は複数存在する可能性がある。

　弥生時代の遺構であるが、竪穴住居跡２基が検出され

た。ST202 竪穴住居跡は、推定直径が約８ｍで、覆土

から大量の弥生時代の遺物が出土した（写真５）。床面

には地床炉と考えられる焼土や、周溝と思われる溝状の

プランが検出された。建て替えや拡張が行われている可

能性がある。ST193 竪穴住居跡は、壁面の立ち上がり

が不明瞭であるが、直径約５～６mの規模と推定され

中央には石囲炉が検出された（写真６）。覆土中からは

磨
すりけし
消縄文の文様が施される弥生土器が出土した。

　捨て場は各調査区から確認された。1区北東の SF ２

捨て場は、主に後期後葉の遺物が出土し、周囲の竪穴住

居跡などの遺構に関連するものと思われる。

　写真２　１区北側遺構完掘状況 ( 右から ST1、SB95、ST38)

　２区では、南西部に SF ３、東側に SF133 捨て場が検

出された。また、３区の SF60 捨て場では大量の弥生土

器を中心とする遺物が廃棄され、底面近くからは頭部を

欠くがその下はほぼ完形の土偶が出土した（写真７）。

　遺物であるが、縄文土器は前期初頭・中期前半・後期

前葉・後期後葉・晩期など今まで把握されていなかった

時期のものも出土している。弥生土器は最も出土量が多

く、甕・深鉢・鉢・高坏・壺・蓋
ふた
などの多様な器種が見

られる（写真 10）。その他、土版、石刀、線
せんこくれき
刻礫などの

祭祀具と考えられる遺物も出土している。

まとめ　

　調査では、縄文時代後期後葉の竪穴住居跡と掘立柱建

物跡から構成される集落跡が確認された。また、弥生時

代では、前期から中期初め頃と考えられる竪穴住居跡

や捨て場などが確認された。弥生時代の集落跡の調査

は、県内ではまだ調査事例が少なく住居や他の遺構との

関係が把握できる良好な事例となりそうである。また、

SF60 捨て場から出土した土偶は、弥生時代初め頃に帰

属すると推測され、埋納されたような出土状況から、土

偶祭祀の終末における様相を検討する上で興味深い事例

である。
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　写真３　ST1 竪穴住居跡完掘状況（西から）

　写真５　ST202 竪穴住居跡遺物出土状況（西から）

　写真８　蓋出土状況（西から）

　写真４　ST38 竪穴住居跡完掘状況（北西から）

　写真６　ST193 竪穴住居跡掘り下げ状況（北から）

　写真 10　出土した弥生土器

　写真７　SF ３捨て場土偶出土状況

　写真９　SF3 捨て場遺物出土状況
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